
　

岐
阜
県
東
濃
地
域
は
、「
東と
う
の
う濃
檜ひ
の
き」
や

「
木き
そ
ひ
の
き

曽
檜
（
天
然
）
」
に
代
表
さ
れ
る
ヒ

ノ
キ
の
主
要
な
生
産
地
で
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
次
世
代
に
残
す
べ
き

代
表
的
な
巨
樹
・
巨
木
を
「
森
の
巨
人

た
ち
百
選
」
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。

当
署
管
内
か
ら
は
二
本
の
大
ヒ
ノ
キ
が

選
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
」
と
し
て
貴
重
な
大
檜
も
保
存

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
管
内
の
代
表

的
な
巨
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

①
【
神み
さ
か坂
大お
お
ひ檜
】

　

中な
か
つ
が
わ
し

津
川
市
神み

さ
か坂

の
湯ゆ

ぶ
ね
さ
わ

舟
沢
国
有
林
に

あ
り
、
幹
周
七
・二
二
㍍
、
樹
高
が

二
十
五
㍍
。
通
称
「
み
さ
か
お
お
ひ
」

と
呼
ば
れ
、「
大お
さ
ら
ぎ佛
次じ
ろ
う郎
賞
」
受
賞
作
家

の
高た
か
だ田 

宏
ひ
ろ
し

氏
が
名
付
け
ま
し
た
。

　

周
辺
は
木き

そ曽
五ご
ぼ
く木
（
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ

ラ
、
ネ
ズ
コ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
コ
ウ
ヤ
マ

キ
）
を
中
心
と
し
た
天
然
林
が
広
が
り
、

神
々
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
長
年
風

雪
に
耐
え
て
き
た
天
然
木
な
ら
で
は
の

風
格
が
あ
り
ま
す
。

②
【
笠か
さ
ぎ木
】

　

恵え

な

し
那
市
の
上か
み
む
ら村
恵え

な那
国
有
林
に
あ
り
、

幹
周
七
・五
四
㍍
、
樹
高
が
二
十
六
㍍
。

根
元
に
大
き
な
瘤こ
ぶ

が
あ
り
、
太
い
枝
が

張
り
出
し
、
笠
の
よ
う
な
樹
形
が
特
徴

で
す
。
戦
国
時
代
の
裏
街
道
で
笠か
さ
ぎ置
地

方
を
監
視
す
る
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
【
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
】

　

中な
か
つ
が
わ
し

津
川
市
の
加か
し
も
う
ら
き
そ

子
母
裏
木
曽
国
有
林

に
あ
り
、
幹
周
四
・八
四
㍍
、
樹
高

二
十
六
㍍
。
昭
和
五
十
六
年
、
当
時
の

出い
で
の
こ
う
じ

ノ
小
路
担
当
区
主
任
（
現
：
西に
し
ま
た股
首

席
森
林
官
）
が
三
年
余
り
を
か
け
て
見

つ
け
た
推
定
樹
齢
千
年
前
後
の
大
檜
で

す
。

　

初
代
の
大
ヒ
ノ
キ（
後
述
）
の
よ
う
な

山
神
の
宿
る
よ
う
な
理
想
的
な
ヒ
ノ
キ

で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
過

去
に
裏
木
曽
か
ら
伐
採
さ
れ
た
巨
木
で
、

こ
れ
を
上
回
る
も
の
は
、
昭
和
二
十
九

年
の
初
代
大
ヒ
ノ
キ
、
昭
和
十
六
年
の

伊い
せ
じ
ん
ぐ
う
み
と
び
ら

勢
神
宮
御
扉
用
材
、
天
保
九
年
の

江え
ど
じ
ょ
う
に
し

戸
城
西
の
丸ま
る
ご
て
ん

御
殿
復
旧
用
材
の
三
本

の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
帯
は
自
然

観
察
教
育
の
場
と
し
て
専
門
の
ガ
イ
ド

付
き
で
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
（
番
外
）【
初
代
大
ヒ
ノ
キ
】
切
り
株

　

江
戸
城
西
の
丸
焼
失
再
建
の
際
、
幕

府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
惣そ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
「
川か
わ
じ
さ
ん

路
三

左ざ
え
も
ん

衛
門
」
に
よ
っ
て
ご
神
木
と
さ
れ
た

木
曽
山
随
一
の
大
檜
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
九
年
の
室む

ろ
と戸
台
風
で
折
・
枯
損

し
、
後
に
学
術
参
考
の
た
め
伐
採
さ
れ

ま
し
た
。
切
り
株
の
平
均
直
径
は
二
・二

㍍
、
断
面
は
畳
三
畳
ほ
ど
も
あ
り
ま
す
。

「
二
代
目
大
ヒ
ノ

キ
」
と
等
高
線
上

の
谷
を
挟
ん
で
真

北
の
南
斜
面
に
現

存
し
て
い
ま
す
。

※
見
学
に
あ
た
っ
て
は

　

現
地
へ
は
、
登
山
と
同
様
、
自
己
責
任
が
原
則
で

す
。
ま
た
、
入
林
届
等
の
諸
手
続
が
必
要
と
な
る
場

合
や
車
道
、
林
道
等
を
通
行
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
東
濃
森
林
管
理
署
ま
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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�

①
②　

当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
森

の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
掲
載
。
詳

細
は
、
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

�

③
④　

中
央
道
「
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七

号
経
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約
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